


社長ごあいさつ
Top Message

先進の技術と優しさで、
快適なヘルスケア環境を
創造します。
　株主の皆さまには日ごろよりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第32期（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで）の
事業の概況と決算につきまして、ご報告申し上げます。 代表取締役社長

木 村  恭 介

当期の業績について
　当期の業績（連結）につきましては、まず売上高は、国
内の製品販売事業、メンテナンス事業、福祉用具レンタル
卸事業の他、海外の製品販売等、それぞれの事業で順調に
売上を伸ばしたことから、727億94百万円（前年度比9.1%
増）となりました。
　利益面につきましては、営業利益は115億41百万円（同
2.7%増）、経常利益は123億57百万円（同3.1%増）、当期
純利益は73億84百万円（同4.1%増）となりました。想定
以上の円安により、仕入部材等の輸入価格の上昇が利益を
押し下げる要因となったものの、おかげさまで過去最高の
売上高・利益を計上することができました。
　当期の利益配当につきましては、期末配当金は1株当た
り25円とさせていただきました。この結果、年間配当金は、
中間配当金25円と合わせて50円となりました。
　また、次期の利益配当につきましては、1株につき中間は
25円、期末はパラマウントベッド株式会社の設立65周年記
念配当として10円を加えた35円とし、年間配当金を60円
とさせていただく予定です。株主の皆さまへの利益還元に
つきましては、今後も積極的に取り組んでまいります。

今後の事業展開について
　今後の事業展開につきましては、「海外事業の強化」と国
内における「ビジネス領域の拡大」を重要課題としており
ます。
　海外事業につきましては、地域密着型の販売活動と世界
最適地生産体制の強化を図る目的で、中南米諸国向け販売
会社「パラマウントベッド メキシコ」を、さらに医療ベッ
ド関連備品等の製造会社「パラマウントベッド ベトナム」
をそれぞれ設立いたしました。「パラマウントベッド メキ
シコ」は本年1月、「パラマウントベッド ベトナム」は同6
月に事業を開始しております。
　国内につきましては、中核であるパラマウントベッド株
式会社の販売活動を推進するとともに、グループ間の連携
をさらに強化していくことで、ヘルスケア分野におけるシ
ナジー効果を生み出し、関連ビジネスの拡大を図ってまい
ります。
　当社グループといたしましては、これからも長期的視野
に立った事業戦略を策定し、企業価値の向上を目指して事
業の多角化を推進してまいります。株主の皆さまにおかれ
ましては、今後もご理解とご協力のほど、お願い申し上げ
ます。



財務ハイライト
F inanc ia l  H igh l i gh t

・‌‌医療施設向けの大型案件、パラマウントケアサービス株式会社の拠点増によ
り売上拡大へ
・過去最高の売上高・利益を達成
・インドネシア、中国に加え、ベトナムにおいても新工場を建設

当期のポイント
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72,794 百万円
（単位　百万円） （単位　百万円） （単位　百万円）

（単位　円） （単位　百万円） （単位　百万円）

第2四半期累計期間通期

12,357 百万円 7,384 百万円

241.01 円 122,302 百万円 82,571 百万円

売上高 経常利益 当期純利益

1株当たり当期純利益 総資産 純資産
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4月●千葉大学と産学連携の共同研究講座を開始

8月●「眠りSCAN」が国交省「事故防止対策支援推進事業」の補助対象に

10月●パラテクノ株式会社「ベッドパンウォッシャー」を発売

7月●「ストレッチシリーズ」マットレスを発売
7月●パラテクノ株式会社「IABP装置」のメンテナンス業務を開始
7月●ベトナムに現地法人を設立

10月●体位変換器「ペンギンサポート」がグッドデザ
　　　 イン賞を受賞

6月●メキシコに現地法人を設立

12月●新テレビCM放映開始

　メンテナンス事業を担うパラテクノ株式会社が、汚物容器自動
洗浄装置「ベッドパンウォッシャー（BPW-100）」を発売いた
しました。病院で使用される差込式尿便器などの汚物器具を洗浄
する装置で、病棟の汚物処理室などで使用されます。感染対策商
品のラインアップを増やしました。

1月●在宅ケアベッドの主力製品「楽匠Zシリーズ」を発売
　従来の背上げ動作に、ベッド全体が傾く動きを加えるこ
とで、起き上がり時の身体のずれや圧迫感を大幅に軽減す
る新しい背上げ機構を搭載（一部機種を除く）した在宅介
護向け新製品です。新背上げポジションによる上体の動か
しやすさ、ベッドからの離床のしやすさなどに加え、メン
テナンスのしやすさについても好評をいただいております。

2月●スタッキングタイプの点滴用スタンドを発売
　脚部を重ねることでコンパクトに保管できる点滴用スタンド「IV
スタンド（KC-509）」を発売いたしました。スタッキングにより、
使わないときの保管スペースを当社従来品に比べて約54%削減、
当社従来品5台のスペースに11台保管することが可能です。

ベッドパンウォッシャー
（BPW-100）

価格：オープン価格

楽匠Zシリーズベッド
価格：オープン価格

IVスタンド（KC-509）
希望小売価格：46,000円（税別）
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特集
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有望市場であるアジアへの取り組み

　当社グループは、将来急激な成長が見込めるア
ジア地域を有望な市場の一つとして注力しており
ます。このエリアでは、シンガポールの子会社

「パラマウントベッド アジア パシフィック」がグ
ループ各社を統括しております。現在は生産・販
売拠点であるインドネシア・中国、販売拠点であ
るタイ・インドを中心に各国の市場ニーズにあわ
せた事業展開を推進しております。本年6月には
製造会社である「パラマウントベッド ベトナム」
の操業も開始いたしました。

　日本を除くアジア全体での病院ベッド数は、約840万床規模に上ります。中でも一番多いのは人口13億人を超える
中国で約570万床、次に人口12億人を超えるインドで約170万床です。東南アジアなどその他のアジア地域を合計し
た病床数は約100万床（人口は約15億人）になります（いずれも当社推計）。しかし、十分に医療体制が整備されて
いるとは言えないのが現状です。
　一方で、経済の発展に伴い、積極的に医療などの社会保障整備を進める国も増えております。例えばインドネシア
では、国家開発計画における11の重点分野のうち「政府改革」「教育」に続く三番目に「医療分野」が位置づけられ
るなど、病床数の拡大が見込まれております。
　また、近年ではアジア各国においても、大学病院の集中治療室等を中心とした急性期病棟や、タイなどにおける国
外からのメディカルツーリズム受け入れ病院、民間のVIP向け高級病院などにおいて、従来よりも高機能・高価格な
電動ベッドが導入されるようになっております。

■ アジアの市場環境

ベトナム新工場の外観
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連結財務諸表
連結貸借対照表（要旨）� （単位　百万円）

前　期
（平成25年3月31日現在）

当　期
（平成26年3月31日現在）

科　目 金　額 金　額

流動資産合計 52,739 68,469

固定資産合計 51,162 53,832

資産合計 103,901 122,302

負債合計 27,276 39,731

純資産合計 76,625 82,571

負債純資産合計 103,901 122,302

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （単位　百万円）

前　期
平成24年4月 1 日から（平成25年3月31日まで）

当　期
平成25年4月 1 日から（平成26年3月31日まで）

科　目 金　額 金　額

現金及び現金同等物の期首残高 15,257 13,060

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,465 6,373

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,327 △7,055

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,415 8,809

現金及び現金同等物に係る換算差額 79 115

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,197 8,242

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 — 10

現金及び現金同等物の期末残高 13,060 21,313

連結損益計算書（要旨）� （単位　百万円）

前　期
平成24年4月 1 日から（平成25年3月31日まで）

当　期
平成25年4月 1 日から（平成26年3月31日まで）

科　目 金　額 金　額

売上高 66,716 72,794

営業利益 11,239 11,541

経常利益 11,981 12,357

当期純利益 7,093 7,384

HPご案内

パラマウントベッドホールディングス　IR

より詳細な財務
情報をご希望の
方 は、 当 社HP
に掲載している
各種資料をご利
用ください。

http://www.paramountbed-hd.co.jp/ir
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●❶パラマウントベッドホールディングス株式会社
国内連結子会社
●❷パラマウントベッド株式会社
●❸パラテクノ株式会社
●❹パラマウントケアサービス株式会社

国内非連結子会社
●❺KPサービス株式会社

海外連結子会社
❻パラマウントベッド アジア パシフィック
●❼PT.パラマウントベッド インドネシア
●❽八楽夢床業（中国）有限公司
●❾コロナ メディカル

海外非連結子会社
●10パラマウントベッド タイランド
●11パラマウントベッド インディア
●12パラマウントベッド メキシコ
●13パラマウントベッド ベトナム

F inanc ia l  Rev iew

パラマウントベッドホールディングスグループ主要会社一覧
Network

医療用器具備品
3,607百万円
5.0%

その他製品
14,134百万円
19.4%

ベッド
34,808百万円
47.8%

病室用家具
4,464百万円
6.1%

レンタル
10,758百万円
14.8%

マットレス
5,021百万円
6.9% 72,794

百万円

品目別売上高



商 号
本 社
設 立
資 本 金
従業員数
事業内容

パラマウントベッドホールディングス株式会社
〒136-8671　東京都江東区東砂2丁目14番5号
昭和57年10月
41億6,601万円
2,404名（連結）
医療福祉用ベッド、マットレス、病室用家具、医療
用器具備品等の製造・販売及び、ベッド・マットレ
スの点検・修理、消毒、メンテナンスリース等の
サービス並びに、福祉用具のレンタル卸等を営む事
業会社の株式または持分を所有することによる支配
または管理

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
上 記 基 準 日

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
毎年3月31日
その他必要あるときは、あらかじめ公告して
臨時に基準日を定めます。

配当金受領株主確定日
　 期 末 配 当 金
　 中 間 配 当 金

毎年3月31日
毎年9月30日

公 告 方 法 電子公告により行います。但し、やむを得な
い事由により、電子公告をすることができな
い場合は、日本経済新聞に掲載します。
公告掲載URL　
http://www.paramountbed-hd.co.jp

株主名簿管理人 東京都千代田区大手町二丁目6番2号（日本ビル4階）
東京証券代行株式会社

同事務取扱場所 〒100-0004 
東京都千代田区大手町二丁目6番2号（日本ビル4階）
東京証券代行株式会社　本店

（お問い合わせ先）  0120-49-7009
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社本店及
び全国各支店で行っております。

郵便物送付先（連　　絡　　先） 〒168-8522 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
東京証券代行株式会社　事務センター

（お問い合わせ先）  0120-49-7009

【株式に関する各種手続について】
●‌�住所変更・単元未満株式の買取請求のお申し出先について
　‌�お取引口座のある証券会社にお申し出ください。但し、特別口座に記録され

た株式に係る各種手続につきましては、特別口座の口座管理機関である東京
証券代行株式会社にお申し出ください。
●‌�未支払配当金のお支払について
　‌�当社株主名簿管理人である東京証券代行株式会社で承ります。

株主メモ

発行可能株式総数	 126,000,000株
発行済株式の総数	 30,828,587株
株主数	 12,547名
大株主

株式の分布状況

所有数別分布

所有者別分布

15.8％外国法人等

30.4％その他の国内法人

4.9％1千株以上5千株未満
7.0％1千株未満

1.2％5千株以上1万株未満
7.3％1万株以上5万株未満
4.1％5万株以上10万株未満

55.0％50万株以上

20.5％10万株以上50万株未満

29.3％個人・その他
0.4％証券会社
0.0％自己株式

24.1％金融機関

株主名
当社への出資状況
持株数 議決権比率

（千株） （％）
株式会社シートック 3,521 11.5
有限会社レッジウッド 2,873 9.3
ニウヴァレーキャピタル合同会社 2,179 7.1
資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口） 1,212 3.9
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,078 3.5
株式会社みずほ銀行 1,000 3.3
木村憲司 912 3.0
木村恭介 911 3.0
木村通秀 910 3.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 844 2.7

※‌�当社は自己株式13,796株を保有しておりますが、議決権比率は自己株式を控除して計算しております。

株式情報 （平成26年3月31日現在）

S tock  I n fo

会社情報 （平成26年3月31日現在）

Company  In fo

◦お問い合わせ先
TEL：（03）3648-1100（大代）　FAX：（03）3648-5781
営業時間：月曜日～金曜日　9:00～17:20
※祝日・夏季休業・年末年始休業を除く

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


